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はじめに 

ここでは、マニュアルに関する次の内容について説明します。 

• 対象ユーザー 

• 表記規則。 

• マニュアルに関するフィードバック 

 

対象ユーザー 

このマニュアルは、次の読者を対象としています。 

• ネットワークプランナー。 

• フィールド・テクニカル・サポートおよびサービス・エンジニア 

• サーバーを使用するサーバー管理者 

 

表記規則 

ここでは、マニュアルで使用されている表記規則について説明します。 

コマンドの表記法 
 

規約 説明 

太字 太字のテキストは、文字どおりに入力したコマンドとキーワードを表します。 

イタリック イタリック体のテキストは、実際の値に置き換える引数を表します。 

[] 角カッコは、オプションの構文選択(キーワードまたは引数)を囲みます。 

{ x | y | ... } 
中括弧は、必要な構文の選択肢を縦棒で区切って囲み、その中から1つを選択しま

す。 

[ x | y | ... ] 
角カッコは、縦棒で区切られたオプションの構文のセットを囲み、その中から1つを

選択するか、何も選択しません。 

{ x | y | ... } ** 
アスタリスクの付いた中括弧は、必要な構文のセットを縦棒で区切って囲み、その中

から少なくとも1つを選択します。 

[ x | y | ... ] * 
アスタリスクの付いた角かっこは、縦棒で区切られたオプションの構文の選択肢を囲

みます。選択肢は、1つ、複数、またはなしから選択できます。 

&<1-n> 
アンパサンド(&)記号の前の引数またはキーワードと引数の組み合わせは、1～n回入力

できます。 

# シャープ記号(#)で始まる行はコメントです。 

GUIの規則 
 

規約 説明 

太字 
ウィンドウ名、ボタン名、フィールド名およびメニュー・アイテムは太字で表示さ

れます。たとえば、New Userウィンドウが表示されたら、OKをクリックします。 

> 
マルチレベルメニューは、山括弧で区切られています。たとえば、
File>Create>Folder 



記号 

規約 説明 

警告! 
理解または従わないと人身傷害を引き起こす可能性のある重要な情報に注意を喚起

する警告。 

注意: 
重要な情報に注意を喚起するアラート。この情報を理解または遵守しないと、デー

タの損失、データの破損、ハードウェアまたはソフトウェアの損傷につながる可能

性があります。 

重要: 重要な情報に注意を喚起するアラート。 

注: 追加情報または補足情報を含むアラート。 

ヒント: 有用な情報を提供するアラート。 

ネットワークトポロジアイコン 

規約 説明 
 

 

 

ルーター、スイッチ、ファイアウォールなどの汎用ネットワークデバイスを表しま

す。 
 

 

 

ルーターやレイヤ3スイッチなどのルーティング対応デバイスを表します。 

 

 

レイヤ2またはレイヤ3スイッチなどの汎用スイッチ、またはレイヤ2転送およびその

他のレイヤ2機能をサポートするルーターを表します。 

 

 

アクセスコントローラ、統合有線WLANモジュール、または統合有線WLANスイッチ

上のアクセスコントローラエンジンを表します。 

 

 

 

アクセスポイントを表します。 

T 
 

ワイヤレスターミネータユニットを表します。 

T 
 

ワイヤレスターミネータを表します。 

 

 

 

メッシュアクセスポイントを表します。 

 

 

 

全方向性信号を表します。 

 

 方向シグナルを表します。 
 

 

ファイアウォール、UTM、マルチサービスセキュリティゲートウェイ、ロードバラ

ンシングデバイスなどのセキュリティ製品を表します。 

 

 

ファイアウォール、ロードバランシング、NetStream、SSL VPN、IPS、またはACG

モジュールなどのセキュリティモジュールを表します。 

本書に記載されている例 

このドキュメントの例では、ハードウェアモデル、設定、またはソフトウェアバージョンがお使

いのデバイスと異なるデバイスが使用されている場合があります。例に記載されているポート番

号、サンプル出力、スクリーンショット、およびその他の情報は、お使いのデバイスのものと異

なるのが普通です。 
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マニュアルに関するフィードバック 

製品マニュアルに関するご意見は、info@h3c.comまで電子メールでお送りください。

ご意見ありがとうございました。 
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OSインストールの概要 
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iFISTの概要 

統合されたFast Intelligent Scalable Toolkit ( iFIST )は、H3Cサーバーに組み込まれた単一サーバ

ー管理ツールです。このツールを使用すると、次のようなさまざまなサーバー設定および管理タ

スクを実行できます。 

• RAIDアレイの構成 

• オペレーティングシステムのインストール 

• ドライバーのインストール。 

• サーバー・コンポーネントの稼働状態とパフォーマンスの診断 

このガイドでは、iFISTの起動とアップグレードの手順について説明し、iFISTのWebインターフ

ェイスについて簡単に紹介します。 

適用製品 

このガイドは、次の製品に適用されます。 

• H3C UniServer R4900 G3 

• H3C UniServer R4700 G3 

• H3C UniServer R2900 G3 

• H3C UniServer R2700 G3 

• H3C UniServer R6900 G3 

 

iFISTとFISTの違い 

iFISTとFISTはどちらもH3C独自のサーバー管理ソフトウェア製品です。違いについては表1を参

照してください。 

表1 iFISTとFISTの違い 
 

ソフトウェア インストール 関数 

 
iFIST 

H3Cサーバーに組み込まれている

ため、手動でインストールする必

要はありません。 

 

iFISTで管理できるのはローカルサーバーだけで

す。 

 

 
FIST 

管理デバイス(PC、仮想マシン、

またはサーバー)に手動でインスト

ールする必要がある独立したサー

バー管理ツール。 

 

 

FISTは複数のリモートサーバーを管理できます。 

iFISTの機能 

iFISTには、次の機能があります。 

• OSインストールウィザード: RAIDアレイを設定し、サーバーのオペレーティングシステム

を論理ドライブにインストールします。 

• サーバー診断: サーバー上のコンポーネントのステータスを診断します。 

• 記憶域コントローラー構成: 記憶域コントローラー構成を管理します。記憶域コントロー

ラー構成を表示したり、ファイルから記憶域コントローラー構成をインポートしたりでき

ます。 
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ガイドライン 

このドキュメントで使用されているウェブページのスクリーンショットは説明のみを目的として

おり、お使いの製品とは異なる場合があります。 

iFISTの使用時にヘルプ情報を取得するには、Webページの右上にある疑問符アイコン をクリッ

クします。 
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iFISTの起動と終了 

iFISTの起動(H3C UniServer 

R4900/4700/2900/2700 G3に適用可能) 

iFISTを起動するには、次のいずれかの方法を使用します。 

• 方法1: 

a. サーバーをブートします。 

b. 図1に示すPOST画面で、F10キーを押してiFISTを起動します。 

図1 POST画面からのiFISTの起動 
 

 

• 方法2: 

a. サーバーをブートします。 

b. 図1に示すPOST画面で、ESCキーまたはDELキーを押します。BIOSセットアップ画

面が開きます。 

c. Save&Exitメニューをクリックします(図2)。 

d. Launch iFISTを選択し、Enterキーを押します。 
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図2 BIOSセットアップ画面からのiFISTの起動 
 

 

iFISTのWebインターフェイスが表示されます(図3)。 

図3 iFISTのWebインタフェース 

 

 

iFISTの起動(H3C UniServer R6900 G3に適用可

能) 

iFISTを起動するには、次のいずれかの方法を使用します。 

• 方法1: 

a. サーバーをブートします。 

b. 図4に示すPOST画面で、F10キーを押してiFISTを起動します。 
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図4 POST画面からのiFISTの起動 
 

 

• 方法2: 

a. サーバーをブートします。 

b. 図4に示すPOST画面で、Escキーを押します。 

c. 図5に示すフロントページで、Setup Utilityを選択し、Enterキーを押します。図6に示

すように、BIOSセットアップユーティリティが起動します。 
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図5フロントページ 

 

図6 BIOSセットアップユーティリティの起動 
 

 

d. Boot > Launch iFISTを選択し、Enterキーを押します(図7)。 
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図7:iFISTの起動 
 

 

図8に示すように、iFISTのWebインターフェイスが表示されます。 

図8 iFISTのWebインタフェース 

 

 

iFIST Webインターフェイスについて 

図9に示すように、iFIST Webインターフェイスには次のエリアがあります。 
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エリア 説明 

 
 
 
 

 
1) Administrative section 

次の管理オプションがあります。 

• -ボタンをクリックして、iFISTホームページに戻ります。 

• -ボタンをクリックすると、iFISTのバージョン情報が表示さ

れます。 

• :ボタンをクリックすると、オンラインヘルプが表示されま

す。 

• :ボタンをクリックすると、ページが更新されます。 

• -ボタンをクリックして、表示言語を変更します。 

• -ボタンをクリックしてiFISTを終了し、サーバーを再起動しま

す。 

2) Work pane iFISTによって提供される機能へのリンクを表示します。 

 

図9:iFIST Webインターフェイス 
 

 

 

iFISTの終了 

1. iFISTのWebインターフェイスで、右上隅の をクリックします。 

図10 iFISTの終了 

 

2. 表示される確認ダイアログボックスで、OKをクリックします。 
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図11 iFISTの終了の確認 
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iFISTの更新 

操作方法 

1. H3CのWebサイトから最新のiFISTイメージファイルをストレージメディアにダウンロード

します。ストレージメディアは、物理ドライブまたは仮想CDです。 

2. ストレージメディアをサーバーにマウントします。 

サーバーにマウントされている起動可能なメディアが1つだけであることを確認してくださ

い。サーバーに複数の起動可能なメディアがマウントされている場合、サーバーが正しい

ブートメディアを見つけることができず、その結果、iFISTのアップグレードが失敗するこ

とがあります。 

3. アップグレードオプションを選択して、アップグレードプロセスを開始します。 

4. アップグレードが完了したら、サーバーを再起動します。 

5. iFISTが正常にアップグレードされたことを確認します。 

 

例:H3C UniServer R4900/R4700/R2900/R2700 

G3サーバーでのiFISTの更新 

この例は、次のサーバーのUEFIブートモードでのiFISTアップグレードに適用されます。 

• H3C UniServer R4900 G3 

• H3C UniServer R4700 G3 

• H3C UniServer R2900 G3 

• H3C UniServer R2700 G3 

UEFIブートモードでiFISTをアップグレードするには、次の手順に従います。 

1. HDMにサインインします。 

2. iFISTイメージファイルをHDMリモートコンソールにマウントします。この例では、仮想

CDに保存されているイメージファイルを使用します。 

a. HDM Webインターフェイスで、Remote Control > Remote Consoleページに移動しま

す。 

b. リモートコンソールを起動します。 

c. 上部のメニューバーからMedia > Virtual Media Wizardを選択します。 

図12に示すように、Virtual Mediaウィンドウが開き、デフォルトでCD/DVDタブ

が表示されます。 
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図12 Virtual Mediaウィンドウ 
 

 

d. CD Imageフィールドの横にあるBrowseをクリックしてiFISTイメージファイルを選択し、

Openをクリックします。 

e. Connectをクリックします。 

3. サーバーを再起動します。 

サーバーの初期化が完了すると、図13に示すようにPOST画面が開きます。 

図13 POST画面 
 

4. EscまたはDelを押します。 
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BIOSセットアップ画面が開きます。 

5. 図14に示すように、Sava&Exitメニューを選択します。 

図14 BIOSセットアップ画面 
 

 

6. UEFI:AMI Virtual CDROM0 1.00を選択し、Enterキーを押します。図15に示すよう

に、アップグレードオプション画面が開きます。 

図15アップグレードオプション画面 

 

7. 1と入力しEnterを押します。 
 

重要: 

アップグレードプロセス中にブートメディアを取り外さないでください。アップグレードが

完了する前にブートメディアが取り外された場合は、ブートメディアをサーバーに再接続し、

サーバーを再起動してアップグレードプロセスを再開します。 

8. アップグレードが完了したら、システムプロンプトでyesと入力し、Enterキーを押します。 
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図16 iFISTアップグレードの完了 

 

図17に示すように、インストールメディアが自動的にイジェクトされ、プロンプトが

表示されます。 

図17システムプロンプトでのインストールメディアの取り外し 
 

 

9. Enterキーを押して、サーバーをリブートします。 

10. iFISTを起動します。 

11. iFISTのWebインターフェイスで、右上隅の をクリックしてiFISTのバージョン情

報を表示し、iFISTが正常にアップグレードされたことを確認します。 
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例:H3C UniServer R6900 G3サーバーでのiFIST

の更新 

この例は、H3C UniServer R6900 G3サーバー上のUEFIブートモードでのiFISTアップグレードに

適用されます。UEFIブートモードでiFISTをアップグレードするには、次の手順を実行します。 

1. HDMにサインインします。 

2. iFISTイメージファイルをHDMリモートコンソールにマウントします。この例では、仮想

CDに保存されているイメージファイルを使用します。 

a. HDM Webインターフェイスで、Remote Control > Remote Consoleページに移動しま

す。 

b. リモートコンソールを起動します。 

c. 上部のメニューバーからMedia > Virtual Media Wizardを選択します。 

図18に示すように、Virtual Mediaウィンドウが開き、デフォルトでCD/DVDタブ

が表示されます。 

図18 Virtual Mediaウィンドウ 
 

 

d. CD Imageフィールドの横にあるBrowseをクリックしてiFISTイメージファイルを選択し、

Openをクリックします。 

e. Connectをクリックします。 

3. サーバーを再起動します。 

サーバーの初期化が完了すると、図19に示すようにPOST画面が開きます。 
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図19 POST画面 
 

 

4. Escを押します。 

Front Pageが開きます。 

5. 図20に示すように、Boot Managerを選択してEnterキーを押します 
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図20フロントページ 

 

6. 図21に示すように、EFI USB Device(AMI Virtual CDROM0)を選択し、Enterキーを押

します。 

図21ブートマネージャ 
 



21  

図22に示すように、アップグレードオプション画面が開きます。 

図22アップグレードオプション画面 
 

 

7. 1と入力し、Enterを押します。 
 

重要: 

アップグレードプロセス中にブートメディアを削除しないでください。アップグレードが

完了する前にブートメディアを削除した場合は、ブートメディアをサーバーに再接続し、

サーバーを再起動して、アップグレードプロセスを再開する必要があります。 
 

8. アップグレードが完了したら、システムプロンプトでyesと入力し、Enterキーを押しま

す。 

図23 iFISTアップグレードの完了 
 

 

図24に示すように、インストールメディアが自動的にイジェクトされ、プロンプトが

表示されます。 
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図24システムプロンプトでのインストールメディアの削除 
 

 

9. Enterキーを押して、サーバーをリブートします。 

10. iFISTを起動します。 

11. iFISTのWebインターフェイスで、右上隅の をクリックしてiFISTのバージョ

ン情報を表示し、iFISTが正常にアップグレードされたことを確認します。 
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サーバー

172.16.18.231 /17 

例:iFISTを使用したRAIDアレイの構成とOS

のインストール 

ネットワーク構成 

図1に示すように、ターゲットサーバーのHDM管理IPアドレスは、PCクライアントのIPアドレ

スと相互接続します。このドキュメントでは、H3C UniServer R4900 G5サーバー(以下、

R4900 G5と呼ぶ)を例として使用します。要件は、PCクライアントを介してサーバーのHDMに

アクセスし、HDMのKVMを介してiFISTにアクセスして、RAIDアレイを構成し、ターゲットサ

ーバーのOSとドライバーをインストールすることです。 

• HDM管理IPアドレス: 172.16.18.231 /17 

• クライアントPCのIPアドレス: 172.16.20.20 /24 

図1 ネットワーク図 
 

PC 

172.16.20.20 /24 

使用されているソフトウェアのバージョン 

この設定例は、HDM 2.55、BIOS 5.20、iFIST 1.34、およびREPO 2.00.16で作成および検証さ

れています。 

 

主な手順 

OSおよびREPOイメージファイルをマウントし、HDMのKVMリモートコンソールを介して

iFISTにアクセスして、RAIDアレイを構成し、サーバーのオペレーティングシステムとドライ

バーをインストールします。 

 

制約事項およびガイドライン 

iFIST OSインストールウィザードを使用する場合は、次の制約事項およびガイドラインに従ってく

ださい。 

• OSをインストールする前に、サーバーに1つのブート可能イメージファイルしかマウント
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されていないことを確認してください。サーバーに複数のブート可能イメージファイルが

マウントされている場合、サーバーが正しいブートファイルを見つけることができず、

OSのインストールが失敗することがあります。 

• OSのインストール中にイメージソースを削除しないでください。イメージファイルは基

本設定でのみ編集できます。 

• オペレーティングシステムのインストール中は、手動で操作しないでください。 

• オペレーティングシステムのインストール中に、サーバーが自動的に再起動する場合がありま

す。 

• LSIコントローラーはRAIDモードでのみ動作します。 

• UEFIブートモードでサーバーにオペレーティングシステムをインストールするには、指定

したシステムドライブにのみUEFIパーティションが含まれていることを確認してください。

UEFIパーティションがシステムドライブ以外に存在する場合、オペレーティングシステム

のインストールは失敗します。 

 

手順 

イメージファイルのマウント 

HDMへのログイン 

1. 図 2に示すように、クライアント PCでブラウザを開き、HDM管理 IPアドレス

172.16.18.231を入力してHDMログインページにアクセスします。HDMログインページで、

デフォルトのユーザー名adminとデフォルトのパスワードPassword@_,を入力し、Login

をクリックします。 

図2 HDMログインページ 
 

 

2. ログインすると、図3に示すように、HDMホームページが表示されます。 
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図3 HDMのホームページ 

 

 

KVMリモートコンソールの起動 

1. Quick access列(図3を参照)のStartをクリックしてKVMリモートコンソールを起動し、図

4に示すページに移動します。KVMリモートコンソールの詳細については、「H3C 

Servers HDM ユーザーガイド」を参照してください。 

図4 KVMリモートコンソール 
 

 

イメージをマウントします。 

1. KVMメニューバーからMedia > Virtual Media Wizardを選択します。開いたVirtual Media

ウィンドウで、OSイメージファイルをマウントします。 

2. iFISTは、OSのインストール中に組み込みドライバーをインストールします。iFIST組み込

みドライバーリストの詳細については、H3C Servers iFIST User Guideを参照してくださ

い。ドライバーパッケージをマウントしてドライバーをインストールすることもできます。

このセクションでは、例としてREPO-2.00.16のマウント方法を使用します。REPOの詳細

については、H3C Servers REPO ユーザーガイドを参照してください。 
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iFISTへのログイン 

1. KVMメニューバーのPower > Restartをクリックして、サーバーを再起動します。POST

画面(図5)が表示されたら、F10キーを押してiFISTにアクセスします。 

図5 POST画面 
 

 

2. 図6に示すiFISTホームページが開きます。 

図6 iFISTのホームページ 
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OSインストールウィザードの使用 

基本設定の指定 

1. iFISTホームページで、OS Installation Wizardをクリックします。OSインストールウィ

ザードのConfigure basic settingsページが表示されます。このページには、図7に示すよ

うに、サーバーにインストールされているストレージコントローラが表示されます。構成

するストレージコントローラを選択します。ここでは、RAID-LSI-9361-8i(2G)-1-Xの構成

を例に説明します。 

図7 Basic Settingsページ 

 

 

2. 図7に示すように、画面上で次の収集パラメーターを構成します。構成が完了したら、

NextをクリックしてRAID構成ページに入ります。 

 Configuration mode: 構成モードを選択します。この例では、Custom configuration

を選択します。 

 Image source: イメージファイルが存在するメディアのタイプを選択します。この例

では、CD(physical CD 又は HDM virtual media)を選択します。 

 Driver source: ドライバー・ファイルが存在するメディアのタイプを選択します。この例で

は 

CD(physical CD 又は HDM virtual media)。 

RAIDアレイの構成 

1.  Manage physical drivesタブで、オペレーティングシステムをインストールする物理ド

ライブがUnconfigured Good状態かどうかを確認します。そうでない場合は、図8に示す

ように、物理ドライブを選択してSet Stateをクリックし、状態をUnconfigured Goodに

設定します。 

図8 物理ドライブの管理ページ 
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2.  Configure RAID arraysページで、Unconfigured Good状態の物理ドライブを選択します。

この例では、スロット1およびスロット3の物理ドライブが選択されています。次に、ペー

ジの右下にあるCreateをクリックします。開いたダイアログボックスで、図に示すように

RAIDパラメーターを構成します。 

9. RAIDパラメーターについては、「H3C Servers iFIST ユーザーガイド」を参照してください。 

 Name :RAIDアレイの名前。たとえば、raid1。LSIストレージコントローラのRAIDア

レイに名前を付けるには、次のルールに従います。15文字以内の文字(大文字と小文字

の両方)、数字およびアンダースコアのみ。 

 RAID level: RAIDレベル。たとえば、RAID1。RAIDレベルは、ストレージコントロー

ラのモデルによって異なります。具体的な違いについては、実際のインターフェイス

を参照してください。RAIDレベルの詳細については、「H3C Servers Storage 

Controller User Guide」を参照してください。 

 Capacity: このフィールドには、RAIDアレイの最大容量が自動的に入力されます。 

 Write cache: ライトキャッシュポリシーを選択します。たとえば、Write backを選択

します。ライトバック・ポリシーを選択すると、RAIDコントローラーに正常に機能す

るBBUが存在し、BBUが正常な状態の場合、データはまずコントローラーのキャッシ

ュに書き込まれてから、物理ドライブに書き込まれます。RAIDコントローラーに正常

に機能するBBUが存在しない場合、またはBBUに障害がある場合、ライトスルーが再

開され、データは物理ドライブに直接書き込まれます。 

 Read cache: リードキャッシュポリシーを選択します。たとえば、Read ahead 

always などです。先読みポリシーが選択されている場合、論理ドライブからデータを

取得するときに、後続のデータも取得され、キャッシュに保存されます。その後、要

求されたときに、後続のデータをキャッシュから直接取得できます。先読みポリシー

により、ハードドライブのシーク時間が短縮され、データ取得効率が向上します。こ

のポリシーを使用するには、RAIDコントローラーが電源障害保護機能をサポートして

いることを確認してください。スーパーコンデンサの例外が発生した場合にデータが

失われる可能性があるため、このポリシーにはデータセキュリティリスクが伴います。 
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図9 RAIDアレイの作成 

 

 

3. 構成が完了したら、OKをクリックします。次に、Manage logical drivesページにジャンプし

ます。 

タブをクリックします(図10)。 

 

図10 論理ドライブの管理 

 

4. (オプション)論理ドライブを選択し、Set Cache Modeをクリックします。表示されるダ

イアログボックス(図11)で、論理ドライブのキャッシュモードを構成します。このセクシ

ョンでは、例としてRead ahead alwaysキャッシュモードを使用します。 

図11 論理ドライブのキャッシュモードの設定 
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システム設定の指定 

1. REPOドライバーイメージファイルがマウントされると、一致するドライバーが自動的に

フィルタ処理され、システム構成ページに表示されます。図12に示すように、FIST SMS

を除くすべてのドライバーがデフォルトで選択されます。必要に応じて、インストールす

るドライバーを選択できます。 

図12 ドライバーの設定 

 

2. 図13に示すように、System parameters列で次のパラメーターを設定します。 

 Image file: インストールするオペレーティングシステムのイメージファイル。たとえ

ば、Windows Server 2016 SERVERSTANDARD。 

 Hostname(オプション): サーバーのホスト名を指定します。たとえば、windows2016など

です。 

 Password(必須): オペレーティングシステムへのログインに使用するパスワードを指

定します。たとえば、Password@_と指定します。 

 Confirm password: パスワードをもう一度入力します。たとえば、Password@_と入力し

ます。 

 Key(オプション): Windowsオペレーティングシステムをアクティブ化するためのキー

を指定します。このパラメーターは、Windows OSのインストール時に使用できます。 

図13 システムパラメーターの構成 

3. System drive settings列で、次のパラメーターを構成します。iFISTは、論理ドライブまたは

物理ドライブへのオペレーティングシステムのインストールをサポートしています。このセク

ションでは、論理ドライブにオペレーティングシステムをインストールする方法について説明

します。 

 Target drive: ターゲットドライブを選択します。この例では、「RAIDアレイの構成」

で作成した論理ドライブraid1を選択します。 

 Primary partition capacity:プライマリパーティションの容量を指定します。この例では 
200000 MBです。 

構成の確認 

1. Nextをクリックすると、図14に示すVerify configurationページが表示されます。このペ

ージで構成情報を確認し、Nextをクリックします。 
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図14 設定の確認 

 

 

2. 図15に示すように、Install OSページにインストールの進行状況が表示されます。 

 

図15 オペレーティングシステムのインストール 

 

3. インストールの進行状況が100%に達すると、システムが再起動し、図16に示すページが

表示されます。OSのインストール中にサーバーが複数回自動的に再起動する場合があり

ます。手動で介入しないでください。 
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図16 オペレーティングシステムの構成 
 

 

設定の確認 

1. OSの設定が完了すると、図17に示すOSのホームページが自動的に表示されます。 

 

図17 OSのホームページ 
 

 

2. ページの左下にあるFile Explorerをクリックし、This PCを右クリックしてメニューの属

性を表示し、図 18に示すページを入力します。このページのComputer nameが

windows2016であることがわかります。これは、「システム設定の構成」で構成したホ

スト名と同じです。 
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図18 コンピュータ名の表示 

 

 

3. ローカルドライブCのlogディレクトリにアクセスし、driversSetupという名前のドキュメ

ントを開きます。図19に示すように、ドライバーのインストール情報は「システム設定の

構成」で選択した情報と同じであることがわかります。 

 

図19 ドライバーのインストールレコードの表示 

 

関連マニュアル 

• H3C Servers iFISTユーザーガイド 

• H3C Servers HDMユーザーガイド 

• H3C Servers REPOユーザーガイド 

• H3C Servers ストレージコントローラユーザーガイド 
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例:iFISTファームウェア更新の設定 

ネットワーク要件 

図1に示すように、サーバーのHDMを専用のネットワークポートを介してPCに接続します。この

ドキュメントでは、例としてH3C UniServer R2700 G3サーバーを使用します。HDMとBIOSを更

新するには、HDMを介してiFISTにアクセスする必要があります。 

• HDM管理ソフトウェア: 

 HDM管理IPアドレス 

 ユーザー名(デフォルト): admin 

 パスワード: Password@_ 

• ユーザー 

 IPアドレス:192.168.9.10/16 

 OS: Windows 10 

図1 ネットワーク図 
 

 

主な手順 

• HDM仮想メディアを使用して、HDMとBIOSのREPOイメージファイルをマウントします。 

• REPOイメージファイル内のファームウェア情報をインベントリした後、iFISTファームウェ

ア更新ページにアクセスしてファームウェアを更新します。 

• ファームウェアが更新されたら、サーバーとHDMを再起動して、更新されたファームウ

ェアを有効にします。 
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使用されているソフトウェアのバージョン 

この設定例は、iFIST 1.42で作成および検証されたものです。 

 

設定手順 

iFISTへのログイン 

1. 図2に示すように、クライアントPCでブラウザを開き、HDM管理IPアドレス192.168.50.166

を入力してHDMログインページにアクセスします。HDMログインページで、デフォルトのユ

ーザー名adminとデフォルトのパスワードPassword@_を入力し、Loginをクリックします。 

図2:HDMログインWebページ 
 

 

2. HDMホームページでは、図3に示すように、現在のHDMバージョンが2.87で、BIOSバージョ

ンが2.00.41であることがわかります。Startをクリックして、リモートコンソールを起動し

ます。 

図3 HDMのホームページ 

 

 

3. H5 KVMページで、Power > Power Onをクリックしてサーバーの電源をオンにします。 
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4. サーバーが初期化されると、起動画面が表示されます。図4に示すように、F10キーを押して

iFISTにアクセスします。 

図4 BIOS起動画面 
 

 

 

REPOイメージファイルのカスタマイズ 

1. REPOカスタマイズページ(http://supportrepo.h3c.com/repo-en.htm)にアクセスします。必要

に応じて、サーバーモデルおよびOSに基づいて、指定したコンポーネントのREPOファイル

をカスタマイズできます。Combined Customizationを選択すると、対応するコンポーネン

トパッケージをカスタマイズできます。 

2. 図に示すように、コンポーネントパッケージを選択し、Add to Resource Libraryをクリック

します。 

この例では、BIOS 2.00.51とHDM 2.91が追加されています。 
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図5 リソースライブラリーへのコンポーネントパッケージの追加 

 

3. ページの右下にあるボックスアイコンをクリックします。開いたダイアログボックスで、リ

ポジトリ名とバージョンを入力し、REPOとしてエクスポートするコンポーネント・ファイ

ルを選択して、Downloadをクリックします。 

4. 表示されるダイアログボックスで、OKをクリックします。 

 

iFISTの更新 

1. iFISTホームページで、Firmware Updateを選択します(図6)。 

図6 iFIST 

 

 

2. H5 KVMページの右上にあるSelect Fileをクリックして、カスタムREPOイメージファイルを
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アップロードします。 

3. ファームウェアの更新ページで、CD (physical CD or HDM virtual media)を選択しInventory
をクリックします(図7を参照) 

図7 ファームウェアアップデートページ 

 

 

4. インベントリが完了すると、図8に示すように、更新可能なファームウェアがiFISTによって

自動的に選択されます。 

図8 完了したインベントリタスク 

 

 

5. Deployをクリックして、ファームウェアの更新を開始します。 

6. サーバーとHDMを再起動して、ファームウェアのインストール後にファームウェアを有効に

します。 

7. HDM Webページで、Power > Restartをクリックします。BIOSブート画面で、Deleteキー

を押してBIOSセットアップ画面に入ります。図9に示すように、BIOSは自動的に更新されま

す。 
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図9 BIOSアップデート 
 

8. HDM Webページに再度ログインします。Remote O&M > Update Firmwareを選択し、

Restart HDMをクリックして、表示されるダイアログボックスでOKをクリックします。 

設定の確認 

HDM Webページにログインします。HDMホームページで、図10に示すように、更新されたHDMバ

ージョンが2.91であり、BIOSバージョンが2.00.51であることを確認します。 

図10 ファームウェアのバージョン情報の表示 

 

関連マニュアル 

H3C Servers iFISTユーザーガイド 
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例:iFIST CPUおよびメモリー診断の設定 

ネットワーク要件: 

図1に示すように、サーバーのHDMを専用のネットワークポートを介してPCに接続します。この

ドキュメントでは、例としてH3C UniServer R4700 G3サーバーを使用します。現在、サーバーの

CPUとメモリーを診断するには、HDMを介してiFISTにアクセスする必要があります。 

• HDM管理ソフトウェア: 

 HDM管理IPアドレス: 10.99.205.163 

 デフォルトのユーザー名 :admin 

 デフォルトのパスワード: Password@_ 

• ユーザーPC: 

 IPアドレス:10.99.162.6 

 OS: Windows 7 

図1ネットワーク図 
 

 

 

主な手順 

• iFISTは、サーバー上のCPUとメモリーをスキャンします。 

• CPUとメモリーの情報が実際のCPUとメモリーの情報と同じであるかどうかを確認し、そ

れらに対して高速診断とストレステストを実行します。 

• 関連する診断データをエクスポートします。 
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使用されているソフトウェアのバージョン 

この設定例は、iFIST 1.38で作成および検証されたものです。 

 

設定手順 

iFISTへのログイン 

1. 図2に示すように、クライアントPCでブラウザを開き、HDM管理IPアドレス10.99.205.163を

入力してHDMログインページにアクセスします。HDMログインページで、デフォルトのユー

ザー名adminとデフォルトのパスワードPassword@_を入力し、Loginをクリックします。 

図2 HDMログインページ 
 

 

2. 図3に示すように、HDMホームページでStartをクリックしてリモートコンソールを起動します。 

図3 HDMでのリモートコンソールの起動 

 

 

3. H5 KVMページで、Power > Restartをクリックします。 

4. サーバーが初期化されると、起動画面が表示されます。図4に示すように、F10キーを押して
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iFISTにアクセスします。 

図4 BIOS起動画面 
 

 

 

CPUおよびメモリー情報の表示 

1. iFISTのホームページで、Intelligent Diagnostics > Server Diagnosticsをクリックします

(図5)。 

図5 iFISTのホームページ 

 



43 

 

 

2. 図6に示すように、iFISTはサーバーのスキャンを開始します。 

図6 サーバーのスキャン 

 

 

3. スキャンが完了すると、システムは図7に示すDevice Infoページにジャンプします。 

図7 デバイス情報 

 

 

4. CPU情報を表示するには、Select moduleリストからCPUを選択します。CPU情報を図8に

示します。 
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図8 CPU情報 

 

 

5. メモリー情報を表示するには、Select modulesリストからMemoryを選択します。メモリー

情報を図9に示します。 
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図9 メモリー情報 

 

 

CPUおよびメモリーの高速診断の実行 

パラメーターの設定 

1. サーバーの診断ページで、図10に示すように、Fast diagnostics > Select configurationを

選択します。 
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図10 設定ページ 

 

 

2.  Please select the components to diagnose列でCPUとMemoryを選択します。図11に示す

ように、必要に応じてStop diagnosing when the first error result comes outオプションを

選択します。 

 CPU: サーバー上のCPUの数と各CPUで使用可能なメモリーをチェックし、CPUに対して

UPIテストと浮動小数点テストを実行し、マシンチェックアーキテクチャ(MCA)エラーを

チェックします。 

 Memory: さまざまなアルゴリズムを使用してメモリーのストレステストを実行し、MCA

エラーをチェックします。 

図11 診断するコンポーネントの選択 

 

 

3. テストモードを選択します。図12に示すように、オプションはCommon test, Cyclic test お

よびTimed testです。 

 Common test: 選択したコンポーネントを1回テストします。この例では、このオプション

が選択されています。 

 Cyclic test: テストサイクルを指定します。値の範囲は1～999です。 

 Timed test: テストの期間を指定します。値の範囲は1～5760です。 



47 

 

図12 高速診断のためのテストモードの選択 

 

4. 図13に示すように、StartをクリックしてCPUとメモリーの診断を開始します。 

図13 診断の開始 

 

 

診断ステータスの表示 

1. 図14に示すように、診断プロセスの開始時にDiagnostic statusページが表示されます。この

ページには、テストの進行状況、テスト項目の要約統計、CPUおよびメモリーの診断ステー

タスなど、進行中の診断テストに関する情報が表示されます。 

図14 診断ステータスの表示 

 

 

診断結果の表示 

高速診断プロセスが完了した後、Resultをクリックして診断結果を表示します。図15に示すよう

に、Resultタブには、CPUおよびメモリーのテスト数、テスト結果およびエラー情報が表示され
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ます。 

図15 診断結果 

 

 

CPUとメモリーのストレステストの実行 

パラメーターの設定 

1. サーバー診断ページで、図16に示すように、Stress test > Select configurationをクリック

します。 

図16 ストレステストの設定 

 

 

2. Please select the components and items to test列でCPU and Memoryを選択します。図
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17に示すように、必要に応じてStop testing when the first error result is outオプションを

選択します。 

 UPI link test: Ultra Path Interconnect(UPI)およびQuickPath Interconnect(QPI)リンクの伝

送能力と伝送速度をテストします。 

 Floating-point arithmetic test: CPUの浮動小数点演算機能をテストします。 

 Memory stress test: 複数のアルゴリズムを使用してメモリーストレージユニ

ットをテストすることにより、メモリーのストレージ機能をテストします。 

図17 ストレステストの設定 

 

 

3. 図18に示すように、テストモードを選択します。オプション: 

 Common test: 選択したコンポーネントを1回テストします。この例では、このオプション

が選択されています。 

 Cyclic test :テストサイクルを指定します。値の範囲は1～999です。 

図18 ストレステストのテストノードの選択 

 

 

4. Startをクリックして、CPUとメモリーテストを開始します。 

テストステータスの表示 

1. 図19に示すように、テストプロセスの開始時にTest statusページが開きます。このページに

は、テストの進行状況、要約されたテスト項目されます統計、CPUおよびメモリーのテスト

ステータスなど、進行中のテストに関する情報が表示。 
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図19 テストステータスの表示 

 

 

テスト結果の表示 

ストレステストが完了した後、Resultをクリックしてテスト結果を表示します。図20に示すように、

Resultタブには、CPUおよびメモリーのテスト数、テスト結果およびエラー情報が表示されます。 

図20 テストステータス 
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データのエクスポート 

1. サーバーの診断ページで、Data exportタブをクリックします。 

2. USBフラッシュドライブのリストから、データをエクスポートするUSBフラッシュドライブ

を選択します。現在、データを直接エクスポートできるのは、FAT32システムを使用する

USBフラッシュドライブのみです。FAT32以外のUSBフラッシュドライブの場合は、Format

をクリックしてFAT32にフォーマットしてから、図21に示すように、開いたダイアログボッ

クスでOKをクリックします。この操作によりUSBフラッシュドライブ内のデータが削除され

るため、USBフラッシュドライブのフォーマットには注意してください。 

図21 USBフラッシュドライブのフォーマット 

 

 

3. Exportをクリックして、テスト結果を指定したUSBフラッシュドライブにエクスポートしま

す。デバイス情報は、図22に示すように、USBフラッシュドライブのルートディレクトリに

あるiFIST/SmartTestディレクトリにエクスポートされます。ルートディレクトリにそのよ

うなディレクトリが存在しない場合、システムは自動的にディレクトリを作成します。USB

フラッシュドライブ内のファイルデータを図23に示します。 
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図22 USBフラッシュドライブへのテスト結果のエクスポート 

 

 

図23 USBドライブ内のデータ 
 

 

設定の確認 

HDMにログインし、System Management > System Infoをクリックします。開いたページで、

CPUとメモリーの情報を表示し、図24と図25に示すように、CPUとメモリーが正常な状態である

ことを確認します。 
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図24 HDMのCPU情報 

 

 

図25 HDM上のメモリー情報 

 

関連マニュアル 

H3C iFIST Technology White Paper 
H3C Servers iFIST User Guide 
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例:セキュアなデータ消去の設定 

ネットワーク要件 

図1に示すように、ターゲットサーバーのHDM管理IPアドレスとPCクライアントのIPアドレスを

相互接続します。このドキュメントでは、例としてH3C UniServer R4900 G5サーバーを使用しま

す。要件は、PCクライアントを介してサーバーのHDMにアクセスし、HDMのKVMを介してiFIST

にアクセスしてサーバー上のデータを消去することです。 

• HDM管理ソフトウェア: 

 HDM管理IPアドレス: 192.168.50.137/16 

 デフォルトのユーザー名: admin 

 デフォルトのパスワード: Password@_ 

• ユーザー 

 IPアドレス:192.168.11.10 

 OS: Windows 10 

図1 ネットワーク図 
 

 

 

使用されているソフトウェアのバージョン 

この設定例は、HDM 2.98、BIOS 5.48、およびiFIST 1.42で作成および検証されています。 
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主な手順 

HDMのKVMリモートコンソールからiFISTにアクセスして、サーバー上のデータを消去します。 

 

制約事項およびガイドライン 

iFISTを使用してセキュアデータ消去を実行する場合は、次の制約事項およびガイドラインに従って

ください。 

• 消去されるデータが不要であり、消去可能であることを確認してください。消去されるデー

タが有用である場合は、重要なデータの損失を避けるために、最初にバックアップしてくだ

さい。 

• 誤ってデータを消去しないように、サーバーのすべての外部ストレージデバイス(ポータブル

ストレージデバイスを含むが、これに限定されない)が取り外されていることを確認します。 

• データ消去プロセス中は、サーバーやHDMを再起動したり、オペレーティングシステムの設

定を変更したりしないでください。 

 

設定手順 

iFISTへのログイン 

1. 図2に示すように、クライアントPCでブラウザを開き、HDM管理IPアドレス192.168.50.137

を入力してHDMログインページにアクセスします。HDMログインページで、デフォルトのユ

ーザー名adminとデフォルトのパスワードPassword@_を入力し、[ログイン]をクリックし

ます。 

図2 HDMログインページ 
 

 

2. ログインすると、図3に示すように、HDMホームページが表示されます。 
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図3 HDMのホームページ 

 

 

3. Quick access列のStartをクリックして(図3を参照)、KVMリモートコンソールを起動し、ペ

ージに入ります。KVMリモートコンソールの詳細については、「H3C Servers HDM User 

Guide」を参照してください。 

4. KVMページで、Power > Restartをクリックします。 

5. サーバーが初期化されると、起動画面が表示されます。図4に示すように、F10キーを押して

iFISTにアクセスします。 

図4 BIOS起動画面 
 

 

6. 図5に示すiFISTホームページが開きます。 
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図5 iFISTのホームページ 

 

 

セキュアデータクリア機能を利用する 

1. iFISTのホームページで、Secure Data Clearingをクリックします。次に、データを消去でき

るコンポーネントが自動的にスキャンされます。 

2. Componentリストタブで、データを消去するコンポーネントを選択し、OKをクリックしま

す。図6に示すように、この例ではHDMが選択されています。 

図6 データ消去用のコンポーネントの選択 

 

 

3. 表示される確認ダイアログボックスで、次の図に示すように、大文字と小文字を区別しない

文字列YESを入力します。 
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図7 動作の確認 

 

 

4. OKをクリックすると、図8に示すように、Clearing progressタブに自動的に切り替わります。

データの消去には時間がかかり、通常は約1日かかります。データを消去するために選択され

たコンポーネントが多い場合は、時間がかかることがあります。 

図8 消去の進行状況の表示 

 

 

5. データのクリアが完了したら、Clearing progress列にクリア結果が表示されます。図9に示

すようにCompletedと表示されている場合は、iFISTによってデータが完全にクリアされてい

ます。 
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図9 データ消去の完了 

 

設定の確認 

このドキュメントでは、セキュアデータクリア機能を使用してデータをクリアする方法を説明す

るために、HDMを例として使用します。HDMのデータがクリアされると、HDMは工場出荷時の

デフォルト構成にリストアします。図10に示すように、HDMシステム管理ページにログインし

て、リストアされた構成を表示します。 

図10 HDMの構成(一部) 

関連マニュアル 

• H3C Servers iFISTユーザーガイド 

• H3C Server HDMユーザーガイド 

 


